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 [2.1.3]

2

仮
設
工
事

　[2.3.2][表 2.3.1]

[3.1.3]

[1.5.2、3]

3

防
水
改
修
工
事

[3.1.4]

Ｇ

・

防水

ルーフィングシート

合成高分子系

  ・設けない 

  ・設ける 

脱気装置 ・M4S

  ・設けない 

  ・設ける 

脱気装置 ・S3S

  ・設けない 

  ・設ける 

改修用ドレン 

  ・設けない 

  ・設ける ・S4S

脱気装置 ・P0S

適用
防水の
反射率工法 備考断熱材
高日射

  防水層の種別 

[3.5.2～4] [表3.5.1～3]

・SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用フィルム（　・設置する　　　　・設置しない）

    立上り面のシート厚さ（・　　　　　　　　　※1.5mm）

・S-M2の場合で立上りが、接着工法の場合 

（種類）

・50mm   

・25mm　

・

（厚さ）

・

（種類）

3.5.2(3) (ｴ)(a)  

改修標準仕様書  

・50mm   

・25mm　

・

（厚さ）

・

3.5.2(3) (ｴ)(a)  

改修標準仕様書  

  ・設けない 

  ・設ける 

改修用ドレン・M4SI 

  ・設けない ・S4SI 

  ・設ける ・S3SI 

脱気装置 ・P0SI 

・S-M3

・S-M2

・S-M1

・S-F2

・S-F1

・S-M3

・S-M2

・S-M1

・S-F2

・S-F1

・SI-M2

・SI-M1

・SI-F2

・SI-F1

・

・

・

・

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

・

・

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

使用量種類

・

・

・

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

・

・

・

・

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

・ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

ｼｰﾄの製造

所の仕様

による

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

箇所
施工種別

仕上塗料

Ｇ

・ ※主材料の製造所の仕様による

・設ける　・設けない ※Y-2・P2Y ・

※主材料の製造所の仕様による・

・設ける　・設けない ・※Y-2・P1Y

保護層工程数及び各工程の使用量種別工法

　設置数量　・　　　個　　※主材料の製造所の仕様による

　種類　・　　　　　　　　※主材料の製造所の仕様による　　　

工法

・ 塗膜防水

・

※X-2

・X-1       ・・・L4X

・

・X-2

脱気装置   ・設ける　・設けない ・・※X-1・P0X       

適用
防水の使用量種類
反射率種別 備考

仕上塗料 高日射

[3.6.2、3]

施工箇所

改修用ドレン ・設ける ・設けない・製造所の

仕様による

・製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

施工箇所

脱気装置   ・設ける　・設けない

Ｇ

・ シーリング

          着色　・標準色（　　　　　）・特注色（　　　　　　　　　）

表面処理　種別　

　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する

鋼管製といの防露巻き　・ 　　※改修標準仕様書表3.8.4による　

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリエチレンフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　　形状　・　　　　　　　　　※市販品

　　材種　・　　　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの

足金物

　　取付け間隔　

　　形状　・　　　　　　　　　※市販品（とい径100以下）　　

　　材種　・　　　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの

とい受金物

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

・100mm以上　・50mm以上

材種

ルーフドレンの材種その他

といその他の材種

・

・

アルミニウム製笠木

とい

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

笠木の固定金具の工法等 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・ 

下地補修の工法　※図示　・ 

　　　　　　　　　・行わない

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

                     本体幅（　　）mm　板厚（　・　　mm　※2.0mm）

　    ・板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式） 

種類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　・押出350形）

[3.9.2、3]

　・

ルーフドレンの取付け

たてどい受金物の取付け　・　　　　　　　※図示　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　・　　　　　・図示

　※規制対象外　・ 

多雪地域の軒どい取付間隔　　・適用する　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　※25×4.5以上（とい径100を超えるもの）

・

・

・

種別

[3.8.2、3]

・バルコニー中継用 

・バルコニー用 

・ろく屋根用（・縦型　・横型） 

　　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・ルーフドレン　　・　

　　取付け間隔　・　

張掛け幅

騒音・粉じん等の対策・

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・防音パネル

　　・工事に必要な範囲　　　・　

・・ 足場等

・「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

 [2.2.1][表 2.2.1]

   ンの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

   据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場　　・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲　　・　　　　　）

　　　　　　・設置しない

防護シート　・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲　　・　　　　　）

　　　　　　・設置しない

内部足場　　・設置する　（ ※ 脚立、足場板等　・　　　　）　・設置しない

・材料、撤去材等の運搬方法

種別　 ( ・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種  ・ E 種 )

・ 既存部分の養生

仮設間仕切り・

１）養生方法等

 [2.3.1]

   ・既存家具、既存設備等　　養生方法　（・　　　※ビニルシート等） 

   ・既存ブラインド、カーテン等　養生方法　（・ビニルシート等　・　　）

                                 保管場所　　（・図示　・　　） 

   ・固定された備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　　）  

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を

    与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

   ・既存部分　　　養生方法　（・　　　※ビニルシート、合板）

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・　

２）仮設間仕切りの種別と材質等

仕上げ（厚さmm）種　別 塗　装

・ B 種

充填

・ せっこうボード ・ なし

   種類(･　　　 　　　　　)

   厚さ(・　　mm  ※ 9.5mm)

・ 合板

   材種(・　　　　 　　　 )

　 厚さ(・　　mm  ※ 9mm)

・

・ A 種

・ 片面

・

厚さ　　 (mm)

グラスウール

※ C 種 防炎シート

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材　質 仕上げ 塗　装

・ 片面

設置箇所

・ なし ・ 　か所

・ 図示

・ 

※ 木製 ※ 合板張り程度

施工数量調査・

調査範囲　・図示　・ 

調査方法　・図示　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・ 

調査報告書　提出部数：・２部　・ 

・

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

降雨等に対する養生方

法（とい共）

・

・ 改修工法の種類及び

工程 防水改修工法の種類　　　　（・　　　　　）工法

シーリング改修工法の種類　（・　　　　　）工法

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・行わない

・ 既存防水の処理

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・行わない

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）  

　・行わない 

既存下地の処理・

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

部等の処置　　・  

　　  　　　　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入

口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

　・図示

　※監督職員と協議する

[3.2.6]

[3.2.3、4、6]

                D種：利用可能な階段　　　　　（

再充填

シーリング改修工法の種類　　

　・シーリング充填工法　 

　・シーリング再充填工法 　

　・拡幅シーリング再充填工法　 

　・ブリッジ工法 

　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない 　　　

　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない 

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の種類（記号）施工箇所

シーリング材の目地寸法

　　　・　

　　　・図示

　　　※改修標準仕様書3.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

シーリング材の接着性試験

　　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

ＭＳ－２

ＳＲ－１ガラス廻り

EXP.J金物、建具廻り、ﾊﾟﾈﾙ廻り

3

・防音シート

滋賀大学（石山）自然科学棟改修工事（Ⅰ期）
滋賀大学（石山）総合研究棟改修（自然科学系）建築設計業務

改修工事特記仕様書(2)

改修工事特記仕様書(2)

防水ﾓﾙﾀﾙ部
屋外

ステンレス製

　

改修用塩ビ製

屋外階段）

                C種：利用可能なエレベーター　（自然科学棟エレベーター）

50

・アルミ製

Ｓ４Ｓ

・

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

調査内容

施工数量調査

調査報告書の部数　・ ２部　

調査範囲　・ 外壁改修範囲　・図示の範囲

 [1.5.2、3]

4

外
壁
改
修
工
事

（

共
通
事
項）

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和

2 2 2

ポリマーセメント

　　　　　　スラリー

 [4.2.2]既調合モルタル

 [4.2.2]

広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性

(cm/s) （収縮） （材齢２８日）（材齢２８日） （７２時間） （劣化曲げ強さ）

３ ０．５ N/mm ５．０ N/mm １５％ 以下 ５．０ N/mm

以上 以上 以上

保水係数 ０．３５～０．５５

粘調係数 ０．５０～１．００

・

・

　 以下 　 以下３％ 

　 　 　  

加圧力 ※30～50MPa程度

・

　　改修工法

・欠損部

　　改修工法

・浮き部

　　改修工法

・ひび割部

・

・ ポリマーセメントモルタル

※ 下地調整塗材

・ 水洗い工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ サンダー工法

下地面の補修処理範囲工　法下地処理及び下地調整

既存塗膜等の除去

下地調整塗材 [4.6.3]

工法の処理範囲以外の既存仕上面全面

※サンダー工法、高圧水洗工法、塗膜はく離剤

・ 図示

※既存仕上げ面全体

・ 図示

※既存仕上げ面全体

・ 図示

※既存仕上げ面全体

・ 図示

[4.6.3]

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

4-4

　（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状

　（・吹付け　・こて塗り） 

・・凹凸状・外装薄塗材Ｓ

・・平たん状 ・防水形外装薄塗材Ｅ

・・さざ波状・可とう形外装薄塗材Ｅ

・　（・吹付け　・ローラー塗り）・外装薄塗材Ｅ

・・適用しない・ゆず肌状・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・・適用する・砂壁状・・外装薄塗材Ｓｉ

防火材料吸放湿材仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・薄付け仕上塗材

・ 仕上塗材仕上げ

新規仕上塗材の種類 

  ※規制対象外　・ 

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

[4.1.5][4.2.2][4.6.5][表4.2.4]

・

種別　・Ａ種　・Ｂ種

マスチック塗材塗り [4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

・かき落とし

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・ひき起こし

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・凹凸状

　（・こて塗り　・ローラー塗り） 

・平たん状・外装厚塗材Ｅ

・凸部処理・外装厚塗材Ｓｉ

・吹放し・外装厚塗材Ｃ

防火材料仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・厚付け仕上塗材

・

・

・・適用しない・適用しない

・・適用する・適用する

上塗材吸放湿材

　・

　・メタリック

　※つやあり・防水形複層塗材ＲＥ

外観・防水形複層塗材Ｅ

　・・防水形複層塗材ＣＥ

　※アクリル系・複層塗材ＲＥ

樹脂・複層塗材Ｅ

※耐候形３種　・・凹凸状  　・複層塗材Ｓｉ

　※水系・凸部処理・可とう形複層塗材ＣＥ

・溶媒・ゆず肌状・複層塗材ＣＥ

防火材料耐候性上塗材の種類仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・複層仕上塗材

・

・

・

・

・

・

・

・

　・

　・メタリック

　※つやあり

外観

　・

　※アクリル系

樹脂

※耐候形３種　・・ゆず肌状  　・可とう形改修塗材ＣＥ

　※水系・さざ波状・可とう形改修塗材ＲＥ

・溶媒・平たん状・可とう形改修塗材Ｅ

防火材料耐候性上塗材の種類仕上げの形状・工法種類（呼び名）

・可とう形改修用仕上塗材

・

・

・

・

・・

・・

・・

・・

・・

適用箇所撤去工法かぶせ工法建具の種類

 [5.1.3]

  建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による 

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・ 

　壁部分の開口の開け方　※図示　・ 　

新規に建具を設ける場合 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ー ・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

改修工法

5

・ ステンレス製建具

・ 鋼製軽量建具

・ 内部

・ 外部・ 鋼製建具

・ アルミニウム製建具

・ 樹脂製建具
建
具
改
修
工
事

・  [5.1.7]防犯建物部品

・適用しない 

・適用する（　　　　　　）　適用箇所（・建具表による　・　　　　）

・

・

                  ・納まり等がわかる程度のもの

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

見本の製作等  [5.1.5]

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　） 　　・行わない　　　

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　） 　　・行わない　　　　　　　　

・連動させない

・連動させる（・建具表による　・　　　　） 

  ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 

・指定しない 

・指定する　適用箇所（・建具表による　・　　　　） 

防火戸 [5.1.4]

7

69

（屋外階段を除く、北面及び南面のみ）

a5647482
テキストボックス
別図①



合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

総　括
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-

工事名称

図面名称

枚のうち 号

縮尺

作成

月

業務名称

図面名称

縮尺 図面番号

A1

A3

課　　　長 副　課　長 係　　　長 係　　　員

令和4年 7

－表紙・図面リスト
滋賀大学（石山）総合研究棟改修（自然科学系）建築設計業務

滋賀大学（石山）自然科学棟改修工事（Ⅰ期）

－

－改修前・改修後　外部仕上表・凡例・特記事項

平場屋上

部位

【外部仕上表】

改修（改修後）現況（改修前）

仕　　　様 仕　　　様部位

項目 内　容

【特記事項】

項目 内　容

【不燃・準不燃材料　認定番号】【凡例・基材記号及び工法記号】 【材料記号】

【防火・準耐火・耐火構造　認定番号】

ＢＭ

ＣＬ

ベンチマーク

仮ベンチマーク

高さ

直径

半径

ＧＬ 基準地盤面

ＦＬ 基準床面

ｄ、φ、Ｄ

Ｒ、ｒ

Ｈ、ｈ

幅Ｗ、ｗ

Ｌ、ｌ 長さ

センターライン

Ｓ 縮尺

＠ 間隔

ｔ 厚さ

ＫＢＭ

ＨＧＬ

ＰＳ

ＥＰＳ

ＤＳ

パイプスペース（特記なきかぎりスラブ付）

電気配管スペース（特記なきかぎりスラブ付）

ダクトスペース

平均地盤面

ＥＶ エレベーター

ＳＴＬ ステンレス流し台

ＰＴ パーティション間仕切

スライディングウォールＳＬＷ

配管バックＨＢ

Ｃ

Ｓ

ＣＢ

ＬＧＳ

コンクリート

コンクリートブロック

軽量鉄骨

ＲＣ 鉄筋コンクリート

ＳＲＣ 鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨

ＰＣ プレキャストコンクリート

Ｍ

ＳＴ

モルタル

スチール

Ｗ 木製・木造

ＳＵＳ ステンレス

プレート

フラットバー

ＰＬ

ＦＢ

区分 区分 区分記　号

ＶＳ(２)

ＶＳ(１)

柄調ビニル床シートt=2.0　FS

名　　称 記　号

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

ＤＰ 耐候性塗料塗（2液型ポリウレタン）

ＶＰ

ＨＰ 遠心力鉄筋コンクリート管

RD-Y

ルーフドレンたて引き用

ルーフドレンよこ引き用

RD-T

認定番号

ＮＭ－８５８５ 塗料塗装／不燃下地

ＮＭ－９９１４ 無機質クロス:防火認定品

名　　称 名　　称

両面強化石膏ボード重張りt=12.5＋12.5

クリヤーラッカー塗りＣＬ

ＯＳ 油性ステイン塗り

ＨＬ ヘアライン仕上（＃120）

ＶＳ(３) 柄調ビニル床シートt=2.0　FS　防滑性

ＶＴ ビニル床タイルt=2.0

ＶＢ ビニル巾木

ＷＢ 木製巾木

タイルカーペットt6.5　ＴＣＰ

無機質クロス（不燃）

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｆ 強化石膏ボード

不燃積層石膏ボード（トラバーチン模様）ＧＢ－ＮＣ(Ｔ)

ＶＣ

ＶＳ(４) ビニル床シートt=2.5　FS　

石膏ボード

ＦＫ 繊維混入けい酸カルシウム板

ＰＦ板 押出法ポリスチレンフォーム保温板

ＤＲ

ＧＷ

ＧＬ 直張り工法

グラスウール吸音材

ＦＧ 曲面施工用繊維混入石膏ボード

セメント系下地調整厚塗材２種下地調整塗材CM-2

下地調整塗材C-2

ＭＳ－２

ＰＳ－２

ＳＲ－１

変成シリコーン系

ポリサルファイド系

シリコーン系

ＰＵ－２ ポリウレタン系

ＡＣ－１ アクリル系（遮音壁取合い部）

柄調ビニル床シートt=2.0　FS

●及び ・ の項目を適用する：アスベスト含有建材を示す

樋・ドレン

立上

パラペット

ロックウール化粧吸音板（普通）

平場屋上

樋・ドレン

立上

パラペット

【自然科学棟】 【自然科学棟】

内

装

材

料

塗

料

・

そ

の

他

凡

例

・

基

材

壁
装
材
料

基

材

同

等

耐
火
遮
音
構
造

管
類
・
そ
の
他

構

造

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５ ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50（24K）充填の場合

ＮＭ－８６１９ 石膏ボードt=12.5

ＮＭ－８６１５ 強化石膏ボードt=12.5､15､21（耐火構造用）

グラスウールガラスクロス張りＮＭ－８６０５

ＱＭ－０５２４

石膏ボードt=9.5ＱＭ－９８２８

化粧石膏ボードt=9.5(910×910）

ＮＭ－４２２７ 化粧けい酸カルシウム板

ＮＭ－９６３９ シージングせっこうボードt=12.5

ＮＭ－８５７８ けい酸カルシウム板

複層塗材Ｅ

セメント系下地調整塗材２種

防水形複層塗材E 防水形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材

カラー硬質塩化ビニル管

TD 竪樋

ルーフドレンRD-J 中継用

全体

仮設・養生

撤去

　損傷等影響を及ぼさないように注意して工事を行うこと。

　騒音及び粉塵対策には十分注意して工事を行うこと。

●外構工事の際は、地中埋設配管の調査を十分に行った上で施工を行うこと。

●当該工事は、入居者が入居しながらの改修工事となるため、出入口及び避難経路を確保し、

●建物周辺及び外壁面に設置してある設備機器（監視カメラ等）への養生を十分に行い、

　コンクリート面を表面より10mm程度目荒しを行うこと。

●撤去部の既存存置部との取合については、原則としてカッター切りを行うこと。

●既存存置のＲＣ壁で、新規ＲＣ壁増打を行う面は、既存仕上モルタルを撤去し、

●既存建具のブラインドはすべて撤去・処分とする。(大きさは建具と同サイズとする)

屋上防水改修

　行うこと。

既存設備基礎・配管取出口等の撤去跡は、樹脂モルタル等にて不陸調整を行う。

新設防水時には、水勾配調整を行うこと。

屋外防水撤去において、防水撤去後、既存下地に不具合がある場合は、下地処理・下地調整を

●既存防水撤去後、工事中、防水が無い場合は、仮設防水を行うこと。

●

●

●

　コンクリート打設を行うこと。

・既存塗膜　全面除去　：50ＭＰａ以上

・既存塗膜　劣化部除去：30～50ＭＰａ

外壁・内壁補修

　　モルタル面ひび割れ部補修　⇒　数量・工法は、特記仕様書による

　　モルタル面浮き部補修　　　⇒　数量・工法は、特記仕様書による

　　モルタル面欠損部補修　　　⇒　数量・工法は、特記仕様書による

　　タイル面浮き部補修　　　　⇒　数量・工法は、特記仕様書による

　下地調整材（Ｃ－２）の上、指定仕上げ材とする。

外部その他

外部建具改修

　ルーズホール等の対策を施すこと。

　加圧力は15ＭＰａ程度とする。

高圧水洗工法による高圧水洗機の加圧力は下記とする。

外部新設鉄部は、特記なき限り、溶融亜鉛メッキ処理とする。

●外部鉄部で塗替を行う場合の錆止め塗料は、Ａ種（JIS K 5674）とし、現場２回塗りとする。

●外部のシーリング撤去は、バックアップ材まで撤去とする。

既設外壁面の側面にコンクリート床・壁・梁を新設する場合は、目荒らしを行った上で、

躯体切断面は、モルタル補修の上、指定仕上げとする。（内、外部共）

庇、屋外階段等は、特記なき限り不良箇所を下地処理の上、下地調整を行うこと。

既存下地の補修数量は、下記程度とする。なお、補修工事着手前に入念な現地調査を行うこと。

●建具・水切廻りは、既存シーリング材を全て撤去の上、打直しを行うこと。

・

・

●

外部・内部仕上改修共通

外部仕上改修

●ＲＣ新設壁・増打壁に塗装・左官仕上げを直接行う場合は、コンクリート打放し（Ｂ種）、

●

●外部に設ける鋼製部材（手摺・庇等）については、熱膨張による部材破断等を防止するため、

既存モルタル面に耐震補強材を新設する際は、モルタルを撤去し、コンクリート面に10mm程度・

既存タイル面に耐震補強材を新設する際は、タイル及び下地モルタルを撤去し、・

　コンクリート面に10mm程度目荒らしを行うこと。

　目荒らしを行うこと。（外壁・内壁共）

耐震補強改修

内部仕上改修

　等により補修を行い、突起等はサンダー掛け等を行い、平滑にすること。（ＯＡフロア下を除く）

　行うこと。

　又、耐火壁との取合部には、耐火シーリングを行うこと。

　こと。（クロス面共）

　撤去し、床面調整モルタルを施すこと。

●既存ＲＣ壁等に取付く新設建具又は見切材等において、既存ＲＣ壁等には、取付用鉄筋

　Ｄ１３等の補強を行うこと。

　使用の上、目地処理（寒冷紗下地）を行うこと。

　にて復旧すること。

　全て新設とする。（金属系アンカーφ9）

　本工事とする。

　処分すること。

　又は、復旧し再取付けすること。　

●使用建築材料は全てＦ☆☆☆☆材料を使用すること。

●既存物を再取付する場合はクリーニングの上、破損箇所がある場合は、既存物同材にて補修

●ビニル床シートは特記なき限り、継ぎ目溶接とする。

●塗装部でＥＰ－Ｇ表記のあるものは皮脂軟化対策塗料仕様とすること。　ＥＰ－Ｇ(Ｂ種)

上り框はSUS304 HL t2.0とする。

●

●鋼製床下地材が、土間コンクリートに接する部分は、防錆処理を行うこと。

新設スクリーンボックスは、特記なき限りアルミ製（既製品）とする。

現況仕上等において、アスベスト含有建材として図示のある建材は、関係法令を遵守し適切に

●ホワイトボード（ホーロー）、スクリーンＢＯＸ、ブラインドの下地設置及び下地補強は

●特記なき限り、天井仕上材撤去・新設部は、下地ＬＧＳ共撤去・新設とし、インサートも

●既存壁撤去に際し、改修範囲外の既存壁及び仕上材に損傷を与えた場合は、既存壁・仕上同材

●内部仕上材撤去において、附随するものは撤去すること。

●塗装下地の塗替えは、既存下地調整を行うこと。

●下がり天井見切縁は、特記なき限り塩ビ製とする。

●天井回り縁は、特記なき限り塩ビ製(突付け)とする。

●塗装下の壁ボード張りは、下張りは突付け張りとし、上張りはベベルエッジボードを

●既存建具床見切り又は既存床見切り撤去部分においては、床見切り部分の既存モルタルを

●既存面塗装替の範囲については、既存下地不良箇所を補修の上、全面について下地調整を行う

●コンクリート躯体と軽量鉄骨壁（ＬＧＳ壁）等、壁における異種下地の取合部にはシーリングを

●床材張付けに先立ち下地表面の傷等のへこみは、ポリマーセメント、ポリマーセメントモルタル

●特記なき限り、床及び壁の仕上下地モルタルは撤去しないこと。

●

●

●

その他

　とする。

●記載のメーカー名・品番等はメーカーを指定するものでは無く、性能及びスペックを示すもの

●撤去工事完了後、床レベルの測定を行い、監督職員に報告すること。

　測定結果の上、床の不陸調整が必要な部屋については、監督職員と工法を協議の上、

　平滑にすること。

ブラインドについては、撤去は本工事とし、新設は別途工事とする。

●

●

コンクリートコテ押え(増打ちt=15)＋シート防水t=1.5

ポリエチレンフィルムt-0.15＋保護コンクリートt=80　伸縮目地@3,000内外

シート防水t=1.5＋防水押えレンガ積

防水モルタル塗り

アルミ製笠木W=225、W=190

ネットフェンス H=1,200(既製品)、基礎コンクリート：W250×H150×L500　@2,000

外壁 外壁・巾木 コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

平場

立上

パラペット

PH屋根 コンクリートコテ押え(増打ちt=15)＋シート防水t=1.5

シート防水t=1.5

アルミ製笠木W=225

ドレン：鋳鉄製横引きドレン

立上：コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

1階打継部：防水モルタルコテ押え

梁型

柱型 コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

犬走 床 コンクリートコテ押え、Ｕ字溝付（W=300）

ＥＸＰ・Ｊ

　

リブ付コンクリート下地の上、複層塗材Ｅ屋外階段外壁

樋・ドレン

ドレン：鋳鉄製横引きドレン

樋：ＶＰφ100　ＳＯＰ

樋：ＶＰφ75　ＳＯＰ

屋外階段 床

巾木

手摺壁・壁

樋・ドレン

天井・段裏

庇 天端 防水モルタル塗り

ネットフェンス

外壁 外壁・巾木

平場

立上

パラペット

PH屋根

梁型

柱型

犬走 床

ＥＸＰ・Ｊ

　

屋外階段外壁

樋・ドレン

屋外階段 床

巾木

手摺壁・壁

樋・ドレン

天井・段裏

庇 天端

　

撤去・新設

高圧水洗、下地調整の上、塗膜防水

タラップ ステンレス製（既製品）

アルミ製（既製品）クリアランス100

タラップ 清掃

ドレン：既存撤去、塩ビ製横引き改修ドレン新設　ＳＵＳ製防塵網付

ドレン：既存撤去、塩ビ製横引き改修ドレン新設　ＳＵＳ製防塵網付

防水モルタル塗り　排水溝付W=100

防水モルタル塗り

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

ドレン：鋳鉄製中継きドレン75φ用

樋：ＶＰφ75　ＳＯＰ

庇裏

立上

庇裏

立上

高圧水洗

高圧水洗

ドレン：既存のまま（清掃程度）

既存笠木撤去・新設

ＢＢ

ＷＢ

ＮＢ

ＳＢ

ＣＴ

ＣＴＴ

ＣＳ

黒板

ホワイトボード

掲示板

スクリーンボックス

コンクリート製実験台

コンクリート製天秤台

コンクリート製流し台

ＰＪ プロジェクターハンガー

ＣＲ カーテンレール

ＯＡ フリーアクセスフロアー

2Ａ

既存防水層の上、合成高分子系ルーフィングシート防水（Ｓ－Ｆ２：接着工法）新設

既存防水層の上、合成高分子系ルーフィングシート防水（Ｓ－Ｆ２：接着工法）新設

既存防水層の上、合成高分子系ルーフィングシート防水（Ｓ－Ｍ２：機械式固定工法）新設

既存防水層の上、合成高分子系ルーフィングシート防水（Ｓ－Ｍ２：機械式固定工法）新設

撤去・新設　アルミ製笠木W=225

段鼻タイル、点字タイル300角

樋：撤去・新設　カラーＶＰφ100、掴み金物(ステンレス製)：@1,200共

樋：撤去・新設　カラーＶＰφ75、掴み金物(ステンレス製)：@1,200共

樋：撤去・新設　カラーＶＰφ75、掴み金物(ステンレス製)：@1,200共

手摺：ステンレスパイプSUS304　38φ×1.5、ブラケット：ステンレスSUS304　16φ　＠750内外新設

高圧水洗

不

燃

・

準

不

燃

壁部分：硬質ウレタンフォーム t=25吹付 ※断熱の折返しは躯体よりW450としt=25吹付とする。

●

高圧水洗

Ｕ字溝は堆積している土を撤去の上、清掃

コンクリート打放しの上、複層材Ｅ

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

外壁断熱材の内部仕上下地は、特記なき限りLGS下地GB-Rt=12.5＋12.5(片面FL+1,000迄)とする。

969

撤去

手摺 ステンレスパイプSUS304 38φ×5　HL(中央手摺壁、1階より屋上まで設置)

既存のまま

既存のまま

一時撤去・再設置

既存のまま、一時撤去・再設置

既存のまま

●

●水洗い工法（水洗・清掃）は、特記なき限り高圧水洗機を使用すること。

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

立上：水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ
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作成

月
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図面名称

縮尺 図面番号

A1

A3

課　　　長 副　課　長 係　　　長 係　　　員

令和4年 7

－
1/100

1/200

滋賀大学（石山）総合研究棟改修（自然科学系）建築設計業務
滋賀大学（石山）自然科学棟改修工事（Ⅰ期）記号 改 修 前 　 仕 上 凡 例

１ コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

２

３

４

５

改 修 後 　 仕 上 凡 例 記号 改 修 前 　 仕 上 凡 例 改 修 後 　 仕 上 凡 例

ステンレス製タラップ 既存のまま

改修前・改修後　立面図(1)

改修前・改修後　立面図(1)
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笠木：アルミ製

アルミ製ＥＸＰ・Ｊ(既製品)

撤去・新設

撤去・新設

リブ付きコンクリート下地の上、複層塗材Ｅ

６

７

防水モルタルコテ押え(水切)

：の範囲は工事範囲外を示す。

外壁改修仕様表
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８s ９s 10s 11s 12s 13s 14s 15s 16s

3,250

南面　立面図　S=1/100

5,800 2,200 7,0006,3006,3006,3006,3006,3006,3006,3006,300

ＣsＥsＦsＧs

東面　立面図　S=1/100

６

Ｍ

４

５ １

２１

３

１ １ ２

１

１

３

５

１

Ｍ

Ｍ

１

竪樋：ＶＰ(掴み金物：@1,200内外)特記なきはφ100とする。

５

φ75

呼び樋φ50(撤去・新設)

５ １

撤去・新設　カラーＶＰ(掴み金物：ステンレス製)特記なきはφ100とする。

Ｍ シーリング撤去・新設

▼

コンクリート打ち継ぎ目地

「非常用進入口に代わる窓」の標示 標示シール撤去・新設

８

８

８

８

８

天体観測ドーム：ステンレス製（清掃程度） 天体観測ドーム：ステンレス製（清掃程度）

Ａ

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

格子フェンス
撤去・新設

12

1969

Ⅰ期改修範囲

単位設計参考数量工法劣化状況部位

ｍアクリル樹脂系ノンカットひび割れ補修工法1mm以下のひび割れ部分 ７．０(打放し面)

※「外部足場設置後、外壁面の事前調査（目視や打診による確認作業、マーキング、計測、図面記入）を行うこと」

既存のまま

既存のまま
既存のまま

既存のまま

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ
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A3

課　　　長 副　課　長 係　　　長 係　　　員
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1/100

1/200

滋賀大学（石山）総合研究棟改修（自然科学系）建築設計業務
滋賀大学（石山）自然科学棟改修工事（Ⅰ期）

改修前・改修後　立面図(2)

改修前・改修後　立面図(2)
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北面　立面図　S=1/100 西面　立面図　S=1/100
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３

３ ３ ３ ３

３

５

φ75
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呼び樋φ50(撤去・新設)

１ 竪樋・呼び樋は既存のまま

３ ７

８
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８

８

１

１

１

１

１

１

１

５

φ75

１

天体観測ドーム：ステンレス製（清掃程度） 天体観測ドーム：ステンレス製（清掃程度）

Ｍ

Ｍ

６

記号 改 修 前 　 仕 上 凡 例

１ コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

２

３

４

５

改 修 後 　 仕 上 凡 例 記号 改 修 前 　 仕 上 凡 例 改 修 後 　 仕 上 凡 例

ステンレス製タラップ 既存のまま

笠木：アルミ製

アルミ製ＥＸＰ・Ｊ(既製品)

撤去・新設

撤去・新設

リブ付きコンクリート下地の上、複層塗材Ｅ

６

７

防水モルタルコテ押え(水切)

：の範囲は工事範囲外を示す。

竪樋：ＶＰ(掴み金物：@1,200内外)特記なきはφ100とする。 撤去・新設　カラーＶＰ(掴み金物：ステンレス製)特記なきはφ100とする。

Ｍ シーリング撤去・新設

▼

コンクリート打ち継ぎ目地

「非常用進入口に代わる窓」の標示 標示シール撤去・新設

８

Ａ

コンクリート打放しの上、複層塗材Ｅ

格子フェンス
撤去・新設

13

2069

Ⅰ期改修範囲

既存のまま

既存のまま

既存のまま
既存のまま

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ

水洗い、下地調整の上、複層塗材Ｅ
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